
上
咋
麻
呂
状
と
奈
良
時
代
の
官
人
社
会

馬

場

基

は
じ
め
に

上
咋
麻
呂
状
の
性
格

日
本
古
代
の
制
度

・
社
会
を
考
え
る
上
で
、

官
人
制
度
は
重
要
な

　
　

　

意
義
を
も
ち
、
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
特
に
位
階

の
昇
進
な
ど
の

「異
動
」
の
場
面
に
は
、
律
令
官
人
制
の
さ
ま
ざ
ま

な
特
徴

が
集
約
的
に
現
れ
る
。
奈
良
時
代
の
任
官
に
関
し
て
は
、
早

　
　

　

川
庄
八
氏

・
西
本
昌
弘
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
人
に
と

っ
て
も
人
事
異
動
は
重
要
で
あ
る
。

人
事
異
動
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
活
動
に
は
、
彼
ら
の
生
き
た
社
会
の
様

相
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
早
川

・
西
本
両
氏
の
研

究
に
依
り

つ
つ
、
正
倉
院
文
書
中
の
二
通
の
文
書
を
近
年
の
正
倉
院

文
書
研
究
を
援
用
し
て
検
討
し
、
奈
良
時
代
官
人
社
会
の

一
断
面
を

描
き
出
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

1

上
咋
麻
呂
状
の
年

今
回
主
な
対
象
と
な
る
の
は
、
以
下
の
二
通
の
文
書
で
あ
る
。

日
本
古
文
書
』
に
よ

っ
て
示
す
。

『大

A

上
咋
麻
呂
状

(
『大
日
本
古
文
書
』
二
ニ
ー
二

一
二

・
続
々
修

三
九
ー
四
裏
)

○
コ
ノ
文
書
、
字
面

二
落
書
ア
リ
、
今
省
略

二
従
フ
、

奴
咋
麻
呂
恐
憧
謹
頓
首

欲
望
官
事

〈左
右
兵
衛
衛
士
府
等

一
々
末
任
〉

右
、
以
今
日
、
官
召
人
名
注
列
、
諸
人
云
、
明
日
召
與
者
、
若

垂
大
恩
、
預
此
類
賜
、

一
生
喜
何
有
、
今
不
勝
望
愚
犯
轍
貴
所
、
無

一
1
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功
懸
望
古
人
所
厭
、
錐
然
尊
公
垂
愁
、
今
以
状
、
恐
催
謹
頓
首
、

罪
々
々
、
謹
状
、
不
具
、

十
月
廿
三
日
奴
上
咋
麻
呂
謹
上

死

B

上

咋
麻
呂
状

(『大
日
本
古
文
書
』
二
ニ
ー
二

一
三

・
続
修
四

九
)

○

コ
ノ
文
書
、
「鰯
六
十
隻
」
ノ
字
面

二
、
「
用
不
」
ト
大
書
セ
リ
、

貢
上生

鰯

六
十
隻

右

物
、
錐
醜
、
侍
者
等
之
仲
進
上
如
件
、
若
垂
領
納
幸

々
甚
、

謹
状
、
不
具
、

十
月
廿
八
日
下
情
上
咋
麻
呂

奉
上

道
守
尊
公

〈侍
者
〉

(以
下
、
別
筆
の
落
書
省
略
)

上
咋
麻
呂
の
書
状
は
こ
の
ほ
か
に
二
通
、
計
四
通
が
伝
わ
る
。
『大

日
本
古
文
書
』
で
は
、

い
ず
れ
も
年
未
詳
と
し
て
宝
亀
四
年
に
類
集

す
る
。
な
お
、
上
咋
麻
呂
と

い
う
人
物
は
、
現
在
こ
の
四
通
の
書
状

ホ
ヨ

　

で
知
ら

れ
る
だ
け
で
あ
る
。

A

・
B
の
二
通
を
最
初
に
関
連
づ
け
た
の
は

『寧
楽
遺
文
』
で
あ

ろ
う
。
同
書
で
は
A

・
B
二
通
を
並
べ
て
載
せ
、
解
説
で

「
三
四
上

咋
麻
呂
状
は
、
六
衛
府
任
官
の
推
挙
を
請
う

た
も

の
。
三
五
上
咋
麻

呂
状
は
、
生
鰯
六
十
匹
を
送
る
書
状
で
、
前

状
の
日
付
が
十
月
二
十

三
日
で
、
こ
れ
が
十
月
二
十
八
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
前
状

ハ
　

　

で
、
官
の
推
挙
を
依
頼
し
た
上
官
に
送

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
と

両
者
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。
日
付
が
近

い
こ
と
を
根
拠
と
す
る
が
、

年
が
同
じ
か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
年
が
異
な
れ

ば
、
『寧
楽
遺
文
』

の
推
定
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

し
か
し
、
近
年
進
捗
著
し
い
正
倉
院
文
書
研
究
に
よ

っ
て
、
こ
の

二
通
を
積
極
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
生
じ
た
。
西
洋
子
氏

の

一
連
の
文
書
復
原
の
中
で
、
現
在
続
修
四
十
九
と
続
々
修
三
十
九

ー
四
と
い
う
、
別
の
巻
物
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
二
通
の
文
書
が
、

か
つ
て
は
宝
亀
三
年
二
月
か
ら
始
ま
る

「奉
写

一
切
経
食

口
案
」
と

い
う

一
連
の
帳
簿
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

　
ら

　
た
。
西
氏
の
復
原
を
も
と
に
、
「宝
亀
三
年
奉

写

一
切
経
所
食
口
案
」

の
形
成
過
程
お
よ
び
文
書
の
二
次
利
用
の
さ
れ
方
を
整
理
し
て
い
く
。

復
原
さ
れ
た

「宝
亀
三
年
奉
写

一
切
経
食

口
案
」
は
宝
亀
三
年
二

月

一
日
～
十
二
月
三
十
日
ま
で
の
帳
簿
で
、

日
記

・
追
い
込
み
式
の

記
載
を
も
つ
。
帳
簿

の
作
成
者
は
、
案
主
上
馬
養
。

紙
の
再
利
用
の
状
況
は
、
ま
と
ま
り
の
あ

る
文
書
が
再
利
用
さ
れ
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て
い
る
部
分
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
等
が
個
別
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
前
者
は
、

一
次
利
用
の
時
点
で
す
で
に
連
貼
さ
れ

て
い
た

で
あ
ろ
う
。
帳
簿
を
作
る
た
め
に
、
最
初
に
あ
る
程
度
の
長

さ
の
あ
る
紙
を
用
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
再
利

用
で
は
、

一
次
利
用
と
二
次
利
用
の
時
間
差
が
比
較
的
長
い
場
合
も

　ヱ

　　
　

あ
る
。

一
方
後
者
で
は
、

一
次
利
用
と
二
次
利
用
の
時
間
差
は
短

い
。

上
馬
養

の
手
元
に
届
き
、
そ
こ
で
処
理
さ
れ
る
文
書
で
あ

っ
た
た
め
、

比
較
的
短

い
間
に
再
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
帳
簿
が
長
く
な
る

に
つ
れ
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
、
考
察

の
対
象
に
す
る
二
通
の
文
書
は
、
ど
ち
ら
も
後
者

の

単
独
の
文
書

の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
二
次
利
用
さ
れ

た
時
期

か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
過
去
に
用

い
ら
れ
、
上
馬
養

の
も

と
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
A
は
宝
亀
三
年
十
二
月
二

十
二
日
～
二
十
六
日
の
記
載
に
、
B
は
宝
亀
三
年
十

一
月
二
十
日
～

二
十
六

日
の
記
載
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
宝
亀
三
年
十
月

の
文
書
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
付
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
、

差
出
人
が
同
じ
上
咋
麻
呂
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
最
終
的
に
上
馬
養
の

手
元
で
再
利
用
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
近
い
場
所
で
動
い
た
と
み
ら

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
『寧
楽
遺
文
』

の
推
定
は
裏
付
け
ら
れ
た
。
次

に
、
両
者
の
具
体
的
な
関
係
を
考
え
る
た
め
、
二
通
の
文
書
の
動
き

を

考

え

て
お

く

こ
と

に

し

た

い
。

2

上
咋
麻
呂
状
の
動
き

二
通
の
書
状
は
ど
ち
ら
も
、
上
咋
麻
呂
か
ら
上
馬
養
に
出
さ
れ
た

も
の
、
と
考
え
る
の
が

一
番
素
直
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の

文
書
も
、

一
次
利
用
面
に

『大
日
本
古
文
書
』
で

「落
書
」
と
さ
れ

る
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
若
干
問
題
と
な
る
。

　
　

　

A
で
は
、
行
間
に
文
字
が
追
記
さ
れ
る
。
隣
の
行
と
同
じ
文
字
を

書
く
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
『大
日
本
古
文
書
』

で
寄
せ
書
き

と
認
識
さ
れ
て
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
他

の
落
書

が
完
全
に
行
間
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
本
来
の
行
に
密
着
し
て
い

る
。
し
か
し
追
筆
の
よ
う
に
も
見
え
、
推
敲

の
痕
跡
と
考
え
る
可
能

性
も
残
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
理
由
と
し
て
、
大
き
く
以
下
の

三
つ
の
状
況
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

イ

咋
麻
呂
か
ら
馬
養
に
出
さ
れ
た
書
状
で
、
馬
養
が
落
書
を
書

い
た
。

ロ

咋
麻
呂
か
ら
馬
養
に
出
さ
れ
た
書
状

で
、
こ
れ
を
馬
養
が
修

正

・
清
書
し
て
さ
ら
に
別
の
人
物
に
伝
え
た
。

ハ

咋
麻
呂
の
依
頼
に
よ

っ
て
馬
養
が
作
成
し
た
草
案
で
、
こ
れ

を
清
書
し
た
も

の
を
さ
ら
に
別
の
人
物
に
送

っ
た
。
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い
ず
れ

の
場
合
も
、

a
咋
麻
呂
の
希
望
を
伝
え

て
い
る
こ
と
、
b

馬
養
は
そ
れ
を
受
け
て
、
さ
ら
に
別

の
人
物
や
上
級
の
機
関
な
り
に

取
り
次

い
だ
り
働
き
か
け
た
り
す
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
、

の
二
点
は
共
通
す
る
。
こ
の
文
書
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
特
定
は
困
難

　
り

　

で
あ
ろ
う
。
A
そ
の
も
の
が
移
動
し
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
A

に
記
さ
れ
た
咋
麻
呂
の
意
志
が
馬
養
に
伝
え
ら
れ
、
馬
養
が
さ
ら
に

他
者
に
伝
え
、
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
意

志
の
伝
達

・
移
動
は
確
実
で
あ
る
。
な
お
こ
の
際
、
b
の
点
に
つ
い

て
、
馬
養

が
何
ら
か
の
推
挙
に
関
わ

っ
て
い
た
か
な
ど
、
人
事
に
関

与
で
き

た
か
に
よ

っ
て
、
文
書
の
意
志
が
直
接
馬
養
に
対
す
る
要
求

な
の
か
、
馬
養
は
単
な
る
仲
介
者
な
の
か
、
変
化
す
る
。

B
で
は
、
本
文
の
奥

の
余
白
に
落
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
裏

(二

　
ロ

　

次
利
用
面
)
に
、

一
次
利
用
時
の
封
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
書

状
と
し

て
実
際
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
先

の

「道
守
尊
者
」

　
セ

　

は
上
馬
養
で
あ
る
か
ら
、
B
は
確
実
に
上
咋
麻
呂
か
ら
上
馬
養
に
出

さ
れ
、
馬
養
の
手
元
に
あ

っ
た
。
咋
麻
呂
の
意
志
は
文
書
と
と
も
に

馬
養
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
と
ど
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
B
は
内
容
的

に
は
送

り
状
で
あ
る
か
ら
、
「生
鰯
六
十
隻
」
も
共
に
動
き
、
馬
養

の
手
元

に
届

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
落
書
は
、
書
状
と

　
ロ

　

は
関
係
が
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
書
状
そ
の
も
の
の
動
き
、
と
い
う
点
で
問
題
を
残
し
た
が
、

発
信
者

の
意
志

の
移
動
、
と

い
う
点
で
は
整
理
が
で
き
た
。
以
下
、

文
書
の
内
容

の
考
察
に
移
り
た

い
。

二

上
咋
麻
呂
状
の
伝
え
る
も
の

1

奈
良
時
代
の
官
人
と
噂

A
は

「欲
望
官
事
」
と
い
う
事
書
き
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

任
官
希
望
を
伝
え
る
。
「官
召
」
は

「
ツ
カ
サ
メ
シ
」
で
、
任
官

(お

　
れ

　

よ
び
そ

の
儀
式
)
の
こ
と
で
あ
る
。
「官
召
人
名
注
列
」
は
官
召
対

象
者
の
リ
ス
ト
の
作
成
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
「明
日
召
與
」
は
、

官
召
の
発
表

・
任
官
者
の
召
喚
が
明
日
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、
「以
今

日
」
～

「明
日
召
與
」

全
体
が

「諸
人
云
」
で
あ
ろ
う
。
「若
垂
大

恩

…

」
以
下
は
、

任
官
希
望
を
切
々
と
伝
え
る
文
章
で
あ
る
。

咋
麻
呂
の
得
た
情
報
が
正
し
か

っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
五
日
後
の

B
と
鰯
は
、
A
に
と
も
な
う
謝
礼
と
い
え
よ
う
。
し
た
が

っ
て
、
彼

　
お

　

の
運
動
は
成
功
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
『続
日
本
紀
』
で
は
宝
亀
三
年
十

一
月
朔
日
条
に
任

官
記
事
を
載
せ
る
。
『続
紀
』
の
記
事
を
信

じ
れ
ば
、
十
月
二
十
三
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日
に
咋
麻
呂
の
得
た
情
報
は
不
正
確
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
B
も
、

人
事
異
動

の
前

の
文
書
で
あ
る
か
ら
、
成
功
に
伴
う
礼
で
は
な
く
、

任
官
運
動
で
あ

っ
た
。
宝
亀
三
年
十
月
は
二
十
九
日
ま
で
で
、
十
月

二
十
八
日
と
い
う
日
付
か
ら
す
る
と
、
B
は
十

一
月

一
日
の
人
事
異

動
直
前

の
最
後

の
運
動
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
状
況
を
整

理
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

十
月
二
十
三
日

上
咋
麻
呂
、
人
事
異
動
関
係
の
情
報
入
手

十
月
二
十
三
日

「官
召
人
名
注
列
」

二
十
四
日

「召
」

衛
府
官
人
た
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る

上
馬
養
が
関
与
す
る

実
際
に
は
人
事
異
動
な
し

十
月
二
十
八
日

上
咋
麻
呂
、
上
馬
養
に
生
鰯
六
十
隻
を
送
る

十

一
月

一
日

人
事
異
動

十

一
月
二
十
日

ご
ろ

B
再
利
用

十

二
月
二
十
二
日

ご
ろ

A
再
利
用

噂
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
の
、
必
死
の
任
官
運
動
。
最
初
の
情
報
は

不
正
確

で
あ

っ
た
が
、
正
し
い
日
程
が
差
し
迫

っ
た
二
十
八
日
に
改

め
て
運
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
の
後
に
か
な
り
正
確

な
情
報
が
入
手

で
き
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼

の
任
官
運
動
が
成

　め
　

功
し
た
か
否
か
は
、
残
念
な
が
ら
判
然
と
し
な
い
。

奈
良
時
代
の
官
人
社
会
で
も
、
虚
実
お
り
ま
ざ

っ
た
様
々
な
情
報

・

噂
が
飛
び
交

っ
て
い
た
。
人
々
は
そ
う
し
た
情
報

・
噂
を
掻
き
集
め
、

そ
れ
ら
を
時
に
利
用
し
、
と
き
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

2

同
族
関
係
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

上
咋
麻
呂
の
運
命
も
気
に
な
る
が
、
こ
の
二
通
の
文
書
は
そ
の
他

に
も
興
味
深
い
内
容
を
も

っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
上
馬
養
の
役
割
に
つ
い
て
。
咋
麻
呂
が
馬
養
を
頼

っ
た

　
り

　

の
は
、
二
人
が
同
族
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

同
族
関
係
に
基
づ
く
下
級
官
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す

一
つ
の
例

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
養
の
果
た
し
た
役
割
は
明
確
で
は
な
い
。
仲
介
者
な
の
か
、
そ

　
あ

　

れ
と
も
何
ら
か
の
権
限
を
有
し
て
い
た
の
か
。
B
の

「生
鰯
六
十
隻
」

　
リ

リ

が
、
ど
ち
ら
に
妥
当
か
判
断
し
が
た

い
。
A

・
B
が
二
次
利
用
さ
れ

て
い
る

「宝
亀
三
年
奉
写

一
切
経
食
口
案
」

に
は
、
宝
亀
三
年
十
月

二
十
三
日
の
三
嶋
安
倍
麻
呂
解
と

い
う
文
書
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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C

三
島
安
倍
麻
呂
解

一
九
)

(
『大

日

本

古

文

書

』

二

〇
1

三

一
八

～

三

右
物
、
難
乏
少
、
黙
止
不
能
、
献
上
如
件
、
以
解
、

宝
亀
三
年
十
月
廿
三
日
三
嶋

「安
倍
麻
呂
」

三
郎
尊

〈侍
者
辺
〉

(以
下
落
書
省
略
)

C
の
日
付
は
A
と
同
じ
十
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
咋
麻
呂
が
つ
か

ん
だ
噂
は
、
他
の
人
々
の
耳
に
も
入

っ
て
い
た
は
ず
で
、
想
像
を
た

く
ま
し
く
す
る
と
、
C
も
ま
た
任
官
に
関
連
し
て
の
運
動
で
あ

っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

C
の
落
書
部
分
に
は
、
経
典
風
の
文
言
を
、
き
ち
ん
と
し
た
文
字

で
書
く
部
分
が
あ
り
、
こ
の
点
で
B
と
類
似
す
る
。
C
は
B
と
同
様

送
り
状

で
あ
り
、
落
書
が
似
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
最
終
的
に
馬
養

の
手
元

で
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
B

・
C
は
品
物
と
と
も

　　

に
馬
養

の
手
元
に
届
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

任
官
に
関
連
し
た
C
の
文
書
が
品
物
と
と
も
に

「
三
郎
尊
」
を
経
由

　
の

　

し
て
、
馬
養
に
届
け
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
宝
亀
三
年
十
月
末
に
、

馬
養
の
も
と
に
、
人
事
異
動
を
め
ぐ
る
品
物
や
請
願
が
同
族
関
係
を

超
え
て
集
ま

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
定
に
立
て
ば
、
馬
養

は
人
事
に
太

い
パ
イ
プ
を
持

っ
て
い
た
か
、
何
ら
か
の
権
限
ー
た
と

あ
　　

え
ば
写
経
所
か
ら
の
推
薦
権
1
を
も

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
る
。

馬
養
の
そ
う
し
た
立
場
故
に
、
咋
麻
呂
は
同
族
関
係
を
フ
ル
活
用
し

て
働
き
か
け
を
行

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

官
人
達
は
、
同
族
関
係
や
様
々
な
人
間
関
係
を
通
じ
て
、
利
益
追

求
を
行

っ
て
い
た
。
奈
良
時
代
官
人
社
会
は
、
「噂
と

コ
ネ
の
社
会
」

と
い
う
側
面
を
持

っ
て
い
た
。

3

奈
良
時
代

の
人
事
異
動

一
方
、
合
理
的
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
奈
良
時
代

の
様
相
も
見
ら

れ
る
。

「官
召
人
名
注
列
」
と
い
う
文
言
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
は

「官
召
」
の
リ
ス
ト
作
成
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

「注
列
」

と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
と
、
単
に
名
前
を
書
き
連
ね
る
の
で
は
な

く
、
名
前
を

「注
記
」
し
な
が
ら
並
べ
て
い
く
1
何
ら
か
の

(お
そ

ら
く
は
官
職
名
)
記
載
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
名
前
を
注
記
し
て
い
く

　お
　

1

と

い
う

意

味

合

い
が

感

じ

ら

れ

る

よ
う

に

思
う

。

そ

し

て

、

こ
う

し

て

「
官

召

」

対

象

者

の
名

前

を

「
注

記
」

し

て

い
く

こ
と

こ

そ
、

「
人

事

異

動

の
決

定

」

で
あ

る

と

、

咋

麻
呂

は
考

え

て

い
る

。

こ
う
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し
た
文
書

の
作
成
法
や
位
置
づ
け
は
、
後
の
大
間
書
の
作
成
と
よ
く

似
て
い
る
。
す
で
に
早
川

・
西
本
両
氏
が
詳
説
す
る
よ
う
に
、
奈
良

時
代
に
も
除
目
関
係
の
文
書

・
儀
式
は
存
在
し
た
。
大
間
書
の
存
在

も
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「官
召
人
名
注
列
」
は
、
ま
さ
に
大

問
様
の
文
書
作
成
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代

　
ム
　

の
大
問
書
の
存
在

の
傍
証
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「官
召
人
名
注
列
」
を
大
間
書
作
成
に
準
じ
る
も
の
と
す
る
と
、

そ
れ
が

「今
日
」
行
わ
れ
、
明
日

「召
す
」
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
。
咋
麻
呂
は
、
「今
日
」
行
わ
れ
る
人
名
注
列
に
対
し
て

「今

日
」
書
状
を
用
意
し
、
運
動
を
行

っ
て
い
る
。
逆
に
言
う
と
、
そ
れ

で
も
間

に
合
う
時
間
帯
に
人
名
注
列
は
行
わ
れ
た
。
通
常
の
朝
儀
の

様
に
早
朝
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
。

一
日
の
中
で
も

遅
い
時
間
帯
に
、
人
名
注
列
は
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
時

代

の
儀
式
書
類
を
み
る
と
、
大
問
書
作
成
を
中
核
と
し
た
除
目
は
夜

の
儀
式

の
よ
う
で
あ
る
。
儀
式
の
時
間
帯
も
、
平
安
時
代
と
類
似
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
奈
良
時
代

の
任
官

の
儀
式

・

手
続
き

は
、
多
く
の
点
で
平
安
時
代
の
そ
れ
と
類
似
し
、
連
続
し
て

　お
　

い
る

。

た
だ

し

、

日

付

に

つ
い

て
は

問

題

が

残

る
。

「
官

召

」

の

日
付

は
、

「
官

召

人
名

注

列

」

の
日

か

「
召

」

の

日
。

A

か

ら

の
印

象

と

し

て

は
、
「官
召
人
名
注
列
」
は
あ
く
ま
で
官
召

の
た
め
の
人
名
注
列
で
、

「官
召
」
は
そ
の
翌
日
の

「召
」
の
様
に
感
じ
ら
れ
る
。
天
平
十
八

年
具
注
暦
の

「官
召
」
と

『続
紀
』

の
任
官

記
事

の
日
付
は
同
じ
で

あ
り
、
『続
紀
』
が
材
料
と
し
た
資
料
に
記
さ
れ
た
日
付
は

「官
召
」

の
日
付
と
同
じ
で
あ
る
。
奈
良
時
代
、
正
式

な
任
官

の
日
付
は
、
リ

ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
日
で
は
な
く
実
際
に

「召
さ
れ
た
日
」
と

い
う

こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

一
方
、
十
世
紀
以
降
は
除
目
清
書

の
日
付
が
正
式
な
任
官
日
で
、
翌
日
の
召
の
日
付
で
は
な
い
こ
と
が
、

　め
　

西
本
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
検
討
を
要

す
る
。お

わ
り
に

以
上
、
二
通
の
上
咋
麻
呂
書
状
を
通
じ
て
、
任
官
を
中
心
と
し
た

奈
良
時
代
官
人
社
会

の
若
干
の
検
討
を
行

っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
、

平
安
時
代
以
降
の
儀
式
に
つ
な
が
る
人
事
異
動
の
手
続
き
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
れ
ら
は
合
理
的
で
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
様
々
な
噂
が
飛
び
交
う
奈
良
時
代
官
人
社
会
、
そ
れ
ら
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
同
族
関
係
を
中
心
と
し
た

コ
ネ
を
た
ど

っ
て
任
官
を

求
め
る
官
人
達
の
姿
も
垣
間
見
ら
れ
た
。
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律
令
法

に
象
徴
さ
れ
る
高
度
な
制
度
が
支
配
す
る
社
会
を
、
下
級

官
人
達
は

「噂
と
コ
ネ
」
で
生
き
て
い
た
と

い
う
の
は
、
い
さ
さ
か

言
い
過
ぎ

で
あ
ろ
う
か
。

_注
1

)

 

(
2
)

(
3
)

((

54
))

 

(6

)

(7

)

野
村
忠
夫

『律
令
官

人
制

の
研
究

増
訂
版
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九

七
八

な
ど
。

早
川
庄

八

「
八
世
紀

の
任
官
関
係
文

書
と
任
官
儀

に

つ
い
て
」

(
『日

本
古
代
官
僚
制

の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
六
。
初
出

一
九
八

一
)
、

西
本
昌
弘

「
八

・
九
世
紀

の
内
裏
任

官
儀
と
可
任

人
歴
名
」

(
『日
本

古
代
儀
礼
成
立
史

の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
七
。
初
出

一
九
九
五
)
。

以

下
、
本
稿

で
両
氏

の
見
解
を
引

用
す
る
場
合

は
こ
れ
ら

の
論
文

に

よ
る
。

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』

に
よ
る
。
な
お
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

「木

簡

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
」

で
検
索

し
て
も
上
昨
麻
呂
と

い
う

名
前
は

ヒ

ッ

ト
し
な

い
。

『寧
楽

遺
文
』

下
巻

・
解
題
。

一
三
七
頁
。

西
洋
子

「
食

口
案

の
復

原
」

(
『正
倉
院
文

書
研
究
』
四

・
五
、

一
九

九

六

・
一
九
九
七
)

た
と
え
ば
、

四
月
十

三
日
～
五
月
五

日
の
間

の
八
紙
は
、

い
ず

れ
も

請

仮
不
参
解
を
再
利
用
し

て
い
る
。

た
と
え
ば
、
天
平
宝
字

六
年

の
奉
写
大
般
若

経
料
雑
物
納
帳

が
七

月

の
記
載
に
用

い
ら
れ

て
い
る
。

(
8
)

(
9
)

(
10
)

1211

 

(13

)

(14

)

(
15
)

た
と
え

ば
、
宝
亀

三
年
十
月

二
十
三
日

の
三
嶋
安
倍
麻
呂
解

が
十

一

月
五
～
七
日

の
記
載
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

以
下
、
文
字

の
記
載
状

況
は

マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼

お
よ
び
、
宮

内
庁

書
陵

部
編

『正
倉
院
古

文
書
影

印
集
成
』

(八
木
書
店
)

に
よ

る
。

「宝
亀
三
年
奉
写

一
切
経
所
食

口
案
」

の
紙
背
を

み
た
と
こ
ろ
、
A

の

様

に
行

間
に
同
じ
文
字
を
落
書
し

て

い
る
例

は
他

に
も

み
ら
れ
、
落

書
部
分

の
筆
跡
は
ど
れ
も
似
て
い
る
。
A
は
実
際
に
馬
養
に
届
け
ら
れ

た
書
状

で
あ

る
可
能
性
が
最
も
高

い
と
考
え
る
。

『正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
六
、
解
説
。

田
中

大
介

「
写
経
所
文
書

に
現

れ
る

「道
守
」

に

つ
い
て
」

(
『続
日

本
紀
研
究
』
三
三
九
、
二
〇
〇
二
)
。
な
お
、
田
中
氏
は
B
が
宝
亀
三

年

の
文
書

で
あ
る

こ
と
は
指
摘

し
て

い
る
が
、
A
に

つ
い
て
は
積
極

的
に
指

摘
し
て

い
な

い
。

こ

の
落
書

の
書
き

ぶ
り
な
ど

は
、
後

に
ふ
れ
る
三
嶋
安

倍
麻
呂
解

の

奥

に
書

か
れ
た
も

の
と
似

て

い
る
。

「
天
平
十

八
年
三
月
具
注
暦
」

(『大

日
本
古
文
書
』

ニ
ー

五
七
〇
～
五

七
四
)
で
は
、
三
月
五
日
に

「官

召
十

二
人
」
、
十
日
に

「官
召
十
三

人
」
と
し
、
『続

日
本
紀
』
も
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

日
に
任
官

記
事
を
載
せ

る
。
「
官
召
」
は
任
官
も
し
く
は
そ
れ
に
伴
う
儀
式
な
ど
を
指
す
語

で

あ
る
。
た
だ
し
、
「官
召
」
が
京
官
だ
け
を
対
象
と
す
る
も
の
か
は
わ

か
ら
な

い
。
新

日
本
古
典
文
学
大
系

『続
日
本
紀
』

三

(岩
波
書
店
、

一
九
九

二
)
、
補
注
十
六
-

三
〇
参

照
。

『寧
楽
遺
文
』

で
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
態
を
想
定
し
て

い
た
と
思
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わ
れ
る
。

(16
)
B
で
は

「
鰯
六
十
隻
」

を
消
す

よ
う

に

「用
不
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た

「用

不
」

な
ど

の
書
き
込

み
は
、
通
常
そ

の

「文
書

」
が

「
用
不
」

で
あ
り
、
反
故

と
し

て
利
用
可
能

で
あ
る

こ
と
を
示
す

の

が

一
般
的

で
あ

る
。

た
だ
し
、

B
が
利
用

さ
れ
て

い
る
宝
亀

三
年

の

「奉

写

一
切
経
所
食

口
案

」
で
は
、

こ
う
し

た
書

き
込
み
が
他

に
は

な

い
。
反
故
利
用
可
能

な
紙
に

「
用
不
」
等

の
文
言

を
書
く
整
理
方

法
を

と

っ
て
い
な
か

っ
た
可
能
性
が
想
定

で
き
る
。
あ
え

て
物
品
名

を
消
す

よ
う
に
書
か
れ

て

い
る
こ
と
も
勘
案

し
て
、
馬
養
が
鰯
を
受

け
取

ら
な
か

っ
た
可
能
性
も

想
定

で
き
よ
う
。
鰯
を

突
き
返
す
ぐ
ら

い
で
あ

る
か
ら
、
不
調

に
終

わ

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
た
だ
し

こ
の

よ
う

に
考
え

た
場
合
、
な
ぜ
鰯

は
返
却
し
た

の
に
B
の
書

状
だ
け
手

元

に
残

し
た

の
か
疑
問
が
残

る
。
気

持
ち
だ
け
は
受

け
る

い
う

こ
と

な

の
か
、
結
果
を

み

て
品
物
だ
け

返
し
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
贈
り
物

が
な

ぜ

「
生
鰯
」
な

の
か
も

疑

問

で
あ

る
。
「
用
不
」

の
用
例
も

含

め
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

(
17
)
田
中
氏
は
、
註

(
12
)
論
文

で
現
存
す

る
四
通

の
上
咋
麻
呂

の
文
書

を
す

べ
て
上
馬
養
と
の
同
族
関
係
に
基
づ
く
書
状
と
す
る
。
同
族

の
下

級
官

人

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
大
平
聡

「
宴

ひ
ら

い
て
水

に
流
し

て
」

(
『奈
良
古

代
史
論
集

3
』
真

陽
社
、

一
九
九

八
)
参

照
。

(
18
)

こ
こ
で
い
う

「
何
ら
か

の
権
限
」
に
は
、
「
誰
を
仲
介
す
る
か
を
選
択

す

る
権
限
」
も
含

む
、
広

い
意
義

で
考
え

て
お
き
た

い
。

(
19
)
鰯

は
奈
良

時

代

に
お

い
て
も

比
較

的
安

価

で
あ

っ
た

(関
根

真
隆

『奈
良
朝
食
生
活

の
研
究
』
吉

川
弘
文
館

、
1
9
6
9
。

一
五
四
頁
)
。

し
か
し
、
鰯
は
比
較
的
鮮
度

の
落
ち
や
す

い
魚

で
あ
り
、
「
生
鰯
」
が

安
価

で
あ

っ
た

か
等

は
不
明

で
あ

る
。

(
20
)
書
状
と
し

て
の
形
式

が
異
な

る
点
は
若
干
問
題
と
な
ろ
う
。

(
21
)
「
三
郎
尊
」
が
誰

で
あ

る
か
は
不
明
。

(
22
)
上
咋
麻
呂
も
、
三
嶋
安
倍
麻
呂
も
写
経
所
と
関
係

の
薄

い
人
物

で
あ
る
。

田
中
氏

は
咋
麻
呂

の
文
書
は
い
ず
れ
も
馬
養
と
の
同
族
関
係

に
基
づ
く

も

の
で
、
写
経
所
と

は
無
関
係
な
文
書

で
あ

る
、
と
指
摘
す

る

(註

(12
)
論
文
)
。
三
嶋
安
倍
麻
呂
に
至

っ
て
は
他
に
史
料

が
な

い
。

(23
)
無

論
、
人
名
を
追

い
込

み
式

で
書

い
て

い
く
リ

ス
ト

の
可
能
性
も
あ

る
。
た
だ
し
、
考
選
制
度
で
の
木
簡
も
含
め
た
合
理
的
な
事
務
処
理
を

考

え
る
と
、
後
述

の
よ
う

な
大

問
に
類
す
る
方
法
を
示
し

て

い
る
可

能
性

が
高

い
と
考

え
る
。

(24
)

「大
問
」
と

い
う

よ
う
な
用
語
は
使

わ
れ

て
い
な

い
。
こ
の
点

は
、
咋

麻
呂

が
希

望
し
た
官

が
判
任
官

で
、
大

問

の
対
象
外
で
あ

っ
た
可
能

性
、

「大
間
」
と

い
う

よ
う
な
語
は
ま
だ
成
立
し

て
い
な
か

っ
た
か
広

く
知

ら
れ
て

い
な
か

っ
た
可
能
性

、
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
あ

る
い

は
、

「大

間
」

ほ
ど
整
備

さ
れ
た
文
書

は
な
く
、
「欠

官
帳
」

の
よ
う

な
帳
簿

に
直
接
書
き
込

ん
で

い
た

の
で
あ

ろ
う
か
。

(
25
)

こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
申
文
と

の
連
続

の
有
無

を
考
え
る
と
、

A
の

書
状

の
行
き
先

が
注

目
さ
れ
る
。

(
26
)
西
本
氏
註

(
2
)
論
文

、
註

(
35
)
。
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